




























要約: 

母子栄養指導の充実・向上を図るための指針策定に当り、5ヵ月～14 ヵ月児 4634名を対象

に、栄養・食生活実態調査を行い、昭和 55年に発表された「離乳の基本」の検討を試みた。 

①離乳の進行にはかなりの幅で個人差が観察された。②離乳食作りに対し消極的姿勢を示

す母親が約半数弱に観察され、このような姿勢は離乳の進行にかなりの影響を及ぼしてい

た。③食行動の発達を津守らのデータ(昭和 45年)と比較すると、本対象に遅延傾向が観察

された。しかし、離乳食作りに母親が積極的姿勢を示す場合に、食行動の発達は促される

傾向にあった。④ベビーフード(BF)がかなりの頻度で使用されており、特に、専業主婦、

離乳食作りに消極的な者にその傾向が強かった。⑤BF を 9 ヵ月以降に頻回に用いている者

に離乳の遅延傾向が観察され、また、離乳の進行に問題を持つ者に使用頻度が高かった。

⑥5、6ヵ月児及び 8ヵ月児以降の咀しゃくの発達状況は「離乳の基本」に示されているも

のをかなり上回る者が多く、BF の使用頻度や母親の食意識も咀しゃくの発達に影響を及ぼ

していた。⑦離乳に関する情報は比較的よく入手されていたが、その入手先として保健所・

市町村、病院の専門職をあげる者は約半数に過ぎなかった。⑧情報入手の度合の低い者・

専門職以外から情報を得る者は離乳進行上問題のみられる者が多かった。以上の結果から、

BF の適正な利用法、咀しゃくの発達を加味して、離乳完了期(11 ヵ月～14 カ月)を設定し

た離乳の進行例、食行動の発達を配慮した食事の与え方、栄養指導の方法などを包含した

新しい離乳指導指針の策定の必要性が示唆された。 


